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南
箕
輪
村
の
豊
か
な
田
園
風
景
は
農
地
を
守

る
農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
保
た
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
水
田
を
耕
作
す
る
の
に
欠
か
せ

な
い
の
が
豊
富
な
水
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
辺

り
一
帯
は
段
丘
に
な
っ
て
お
り
昔
か
ら
お
お
む

ね
平
た
ん
で
は
あ
る
も
の
の
水
利
が
な
く
、
森

林
か
荒
れ
た
桑
畑
が
大
半
を
占
め
て
い
た
よ
う

で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
、
諏
訪
湖
か
ら
水
を
引

い
て
水
田
を
作
ろ
う
と
考
え
る
有
識
者
は
い
た

も
の
の
結
論
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
に

入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
測
量
が
始
ま
り
、
大
正

11
年
か
ら
昭
和
3
年
に
か
け
て
幹
線
水
路
の
工

事
が
行
わ
れ
、
水
路
延
長
約
25
㎞
の
西
天
竜
幹

線
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
14
年

ま
で
開
田
工
事
が
行
わ
れ
、
辰
野
町
か
ら
伊
那

市
ま
で
1
9
8
0
ha
の
水
田
と
、
総
延
長
距
離

約
2
4
3
㎞
の
支
線
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

26
年
の
年
月
を
費
や
し
、
工
事
資
金
や
土
地
の

買
収
な
ど
様
々
な
難
局
を
関
係
官
庁
と
組
合
の

適
宜
適
切
の
経
営
で
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
お
か
げ
で
た
く

さ
ん
の
米
が
生
産
さ
れ
国
民
生
活
が
豊
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、「

し
ょ
う
す
い
ほ
う
も
つ

鐘
水
豊
物（
水
を
集
め
て
物

を
豊
か
に
す
る
）」と
い
う
昭
和
25
年
に
建
て
ら

れ
た
記
念
碑
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
春
日
街
道

沿
い
の
箕
輪
町
と
の
境
に
あ
る
大
き
な
記
念
碑

で
す
。（
写
真
左
下
）

　

西
天
竜
幹
線
水
路
が
竣
工
し
た
当
初
、
開
拓

さ
れ
た
水
田
は
水
持
ち
が
悪
く
、
水
量
が
十
分

に
確
保
で
き
ず
水
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
円

筒
分
水
工
を
取
り
入
れ
た
こ

と
で
、
水
田
の
面
積
に
応
じ
て

決
め
ら
れ
た
穴
の
数
か
ら
各

水
路
に
正
確
な
比
率
で
水
を

分
配
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
が
円
形
で
す

が
、
地
形
に
合
わ
せ
て
扇
型
に

建
設
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

円
筒
分
水
工
は
、
直
径
2
〜

5
m
の
大
き
さ
で
、
幹
線
か
ら

取
水
さ
れ
た
水
は
円
筒
中
心
部
に
導
か
れ
、
円

筒
分
水
槽
が
均
等
な
水
面
を
作
り
周
壁
部
に
設

け
た
仕
切
り
の
数
に
よ
っ
て
公
平
に
各
水
路
へ

分
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
円
筒
分
水
工
が
35
基
活
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
数
が
日
本
で
一
番
多
い
こ
と
か
ら
、

（
社
）土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て
、
平
成

18
年
に
「
西
天
竜
幹
線
水
路
円
筒
分
水
工
群
」

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
受
益
面
積
は
約
9
5
0
ha
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
内
約
半
分
が
南
箕
輪
村
の
水
田
と

な
っ
て
い
ま
す
。
水
田
は
お
米
を
作
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
水
を
貯
め
る
こ
と
で
水
害
を
防
ぐ

役
割
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
貴
重

な
財
産
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
水
田
を

管
理
す
る
農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
は

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
地
域

の
水
保
全
会
な
ど
、
耕
作
者
以
外
も
有
償
で
水

路
の
草
刈
り
等
に
携
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
様
々

な
関
わ
り
方
が
あ
り
そ
う
で
す
。
で
す
が
一
番

は
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
も
村
行
政
や
関
係
機

関
と
協
力
し
て
、
若
い
元
気
な
農
業
者
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

記
念
碑
の
最
後
に
は
、「
事
業
が
成
功
し
て

も
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
も
の

で
す
。
水
を
引
い
て
開
墾
し
て
水
田
と
し
た
業

績
を
生
か
す
責
任
が
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
に
あ

り
、
水
が
来
た
こ
と
の
恩
恵
を
受
け
る
の
も
こ

れ
か
ら
の
人
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち

は
、
力
を
尽
く
し
て
励
み
、
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。」
と
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

1
0
0
年
前
の
大
正
11
年
（
1
9
2
2
年
）
10

月
に
幹
線
水
路
の
起
工
式
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
先
人
の
願
い
を
受
け
継
ぎ
、
後
世
の
食
と

生
活
を
守
る
努
力
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
有
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
現
在
、
西
天
竜
幹
線
水

路
お
よ
び
支
線
水
路
等
は「
上
伊
那
郡
西
天
竜

土
地
改
良
区
」に
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
水
を
最
後
ま
で
有
効
活
用
し
よ
う

と
、
水
田
で
水
を
必
要
と
し
な
い
期
間
は
長
野

県
企
業
局
に
よ
る
発
電
用
水
と
し
て
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
近
年
そ
の
発
電
機
を
大
規
模
改

修
し
、
少
量
の
水
量
で
も
発
電
す
る
発
電
機
に

な
り
、
農
繁
期
も
発
電
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
西
天
竜
幹
線
水
路
の
水
は
、
最
終
的
に

伊
那
市
の
小
沢
川
へ
流
し
て
い
ま
す
。

西
天
竜
幹
線
水
路

水
路
問
題
の
救
世
主

高さ約8mの巨石で出来た記念碑

先
人
の
願
い
を
後
世
へ

発
電
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

村内を流れる西天竜幹線水路
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令和4年度農地利用状況調査
　農地利用状況調査（通称：農地パトロール）は、農地法第30条に基づく農業委員会の必須
業務で、例年8月下旬に行っています。今年度も地区ごとに手分けをして8月23日（火）～26
日（金）に実施しました。農地パトロールは、①遊休農地の実態把握、②地域の農地利用の確
認、③違反転用の早期発見などに着目しながら、実際に田畑の状況を確認していきます。
　調査の当日はときおり小雨の降るあいにくの天気でしたが、昨年に遊休農地と判定された
農地が是正されたかどうか確認し、新たに遊休化してしまった農地を見て回りました。調査
時点での集計では、遊休農地が村全域で6.6ha（前年比-1.9ha）でした。

　草が伸び放題となって手つかずの畑もいくつ
か見られましたが、耕作される方の体調や生活
パターンの変化などで、管理が難しくなってし
まうケースもあろうかと思います。そのような
場合は農業委員会事務局までご相談ください。
　平日に電話や役場での相談が難しい方のた
めに、年2回ではありますが土日に農地相談会
を開催しています。次回は10月23日（日）午
前中です。本紙4ページにお知らせを掲載して
います。お困りの方はぜひご相談ください。

リポート

（報告：農地利用最適化推進委員　渡邉健寛）

　令和5年7月に農業委員・農地利
用最適化推進委員が任期満了を迎え、
次期農業委員の選任及び農地利用
最適化推進委員の委嘱が行われます。
　政府の「第5次男女共同参画基本
計画」においては、農業委員の占め
る女性の割合目標として早期に
20%、2025年までに30%を目指す
ことが求められています。
　現在、村においては、農業委員11
人のうち女性1人（9.1%）、農地利用
最適化推進委員4人のうち女性2人
で組織されています。
　村農業委員会としても、女性農業
委員の参画を現在の9.1%から目標
値30%となるよう目指して取組みを
進めて行きます。改選の際には、村
民の皆さん、選出に携われる方々の
ご協力をお願いします。女性の皆さ
ん、ぜひ一緒に活動しましょう!

　３人の方々は、女性ならではの話しやすさと視点を活かした活躍
をされ、活動全体の幅が広がり、地域農業者の良き相談相手として
も厚い信頼を受けて活動しています。

来年7月の農業委員改選に向けて来年7月の農業委員改選に向けて
女性農業委員人数30%を目標に 女性委員を紹介します!

酒井文代委員（田畑区）
農地利用最適化推進委員1期目
　慣行農業をしつつ、無農薬の
野菜作りをしたいと思っています。
５アール以下の小さい農地の活
用方法を模索中です。村の農地
は、村民が守って作っていけると
いいなあと思っています。

菅家美果委員（神子柴区）
農地利用最適化推進委員1期目
　りんごやブルーベリーなどを
両親と一緒に作っています。委員
になってみて、農地のことを考え
て耕作している人がたくさんい
ることがわかりました。20年30
年後も同じ景色が見られるとい
いなあと思います。

後藤幸子委員（大泉区）
農業委員２期目
　活動する中で、農業者の方々
は日々頑張って耕作されている
ことを感じます。地産地消で、子
供達が村の食材を食べて育って
ほしいと思います。



日
時　

10
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時
（
要
予
約
）

場
所　

役
場
１
階 

相
談
室

　
　
　
（
玄
関
ホ
ー
ル
横
）

　

農
地
に
関
す
る
こ
ん
な
お
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

●
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
農
地
を
貸
し
た

い
、
売
り
た
い
…

●
営
農
規
模
を
拡
大
し
た
い
の
で
、
農
地
を

借
り
た
い
、
買
い
た
い
…

●
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
新
規
参
入
を
考
え

て
い
る
… 

な
ど
な
ど

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
事
前
に
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
以
外
で
も
相
談
事
が
あ
れ
ば
、

地
元
の
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
72

－

２
１
７
６

（
平
日
午
前
８
時
30
分

　

 

〜
午
後
５
時
15
分
）

　

近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
業
務
需
要
の
減
少
や
、
肥
料
価
格
の
高
騰

な
ど
、
農
業
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
厳
し
い
経

営
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
令
和

4
年
度
か
ら
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
あ
ぜ
や

水
路
が
な
く
水
張
り
（
水
稲
の
作
付
け
）
が
で

き
な
い
水
田
や
、
今
後
5
年
間（
令
和
4
年
〜

8
年
）で
一
度
も
水
張
り
を
行
わ
な
か
っ
た
水

田
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
の
対
象
か
ら
外
す
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

米
生
産
者
の
方
々
は
、
長
年
に
渡
り
主
食
用

米
の
生
産
調
整
に
協
力
し
、
畑
作
物
が
生
産
し

や
す
い
圃
場
対
策
を
進
め
、
転
作
作
物
へ
の
転

換
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
長
年
協
力
し
て
き
た

米
生
産
者
の
方
々
の
経
営
に
打
撃
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
麦
・
大
豆
な
ど
の
作
物
の
生
産
面

積
の
激
減
や
、
集
落
営
農
組
織
の
崩
壊
、
離
農

者
や
遊
休
荒
廃
地
の
増
加
な
ど
、
連
鎖
的
な
地

域
農
業
の
衰
退
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
3
年
の
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、

過
去
最
低
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
食
料
安
全
保

障
に
つ
い
て
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
国
内
産
を

最
優
先
と
し
た
農
業
政
策
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え

て
、
村
や
村
議
会
は
、
交
付
金
の
交
付
対
象
要

件
に
つ
い
て
従
来

通
り
の
運
用
を
求

め
る
よ
う
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
こ
の
政
策

の
動
向
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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今
年
の
夏
は
、
全
国
各
地
で
大
雨

に
よ
る
被
害
が
相
次
ぐ
中
、
こ
の
地

域
は
多
雨
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

我
が
家
の
畑
に
目
を
向
け
る
と
、

野
菜
は
散
水
な
ど
ほ
と
ん
ど
必
要

な
く
、
育
て
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、

反
面
、
雑
草
も
生
い
茂
り
、
機
械
で

除
草
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
草
取
り

作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

功
罪
相
半
ば
？
と
い
う
程
度
の

天
候
不
順
で
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
被
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

後
記

編
集

　

お
寄
せ
頂
い
た
ご
質
問
、
ご
意
見
、

ご
感
想
は
、
読
者
の
皆
様
と
農
業
委

員
会
の
交
流
の
場
と
し
て
次
回
以
降

の
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
紙
面

へ
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

南
箕
輪
村
農
業
委
員
会
事
務
局

〒
3
9
9

－

4
5
9
2

南
箕
輪
村
4
8
2
5

－

1

　
　
　
　  

　
　
　 

（
役
場
産
業
課
内
）

皆
様
か
ら
の
農
業
に
関
す
る

ご
質
問
、
ご
意
見
、
農
業
委

員
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
令
和
4
年
5
月
27
日
に
公
布
さ

れ
、
農
地
を
取
得
す
る
際
に
必
要
と
な
る
農
地

法
第
3
条
の
下
限
面
積
要
件（
南
箕
輪
村
は
耕

作
面
積
30
a
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
地
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。
た
だ
し
、
改
正
後
に
お

い
て
も
、
下
限
面
積
要
件
以
外
の
次
に
掲
げ
る

許
可
基
準
要
件
は
維
持
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
を
満
た
す
場
合
の
み
農
地
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
農
地
の
す
べ
て
を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と

②
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と（
原

則
年
間
1
5
0
日
以
上
）

③
周
辺
の
農
地
利
用
に
支
障
が
な
い
こ
と（
周

辺
農
地
の
集
約
化
や
水
利
用
へ
の
影
響
）

※
法
律
の
施
行
日
は
公
布
の
日
か
ら
1
年
以
内

で
す
。
随
時
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
取
得
に
係
る
下
限
面
積
要
件
が
廃
止
さ
れ
ま
す

ど
う
な
る
?! 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

（
編
集
委
員  

唐
澤 

茂
）

農
地
相
談
会

新
規
参
入
相
談
会

お
知
ら
せ


